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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第117期

第２四半期連結
累計期間

第117期
第２四半期連結
会計期間

第116期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 22,040,843 12,710,104 31,287,998

経常利益（△は損失）（千円） 2,266,618 2,384,178 △177,795

四半期（当期）純利益（△は損

失）（千円）
△346,653 2,278,810 △35,959,534

純資産額（千円） － 12,405,701 12,752,970

総資産額（千円） － 12,894,880 13,397,196

１株当たり純資産額（円） － 42.82 44.01

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（△は損失）（円）
△1.20 7.87 △124.13

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） －　 96.20 95.17

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
4,618,178 － 234,623

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△77,718 － △3,763,794

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△87,876 － △915,611

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 5,643,954 1,191,370

従業員数（人） － 128 109

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。　

３．第117期第２四半期連結累計期間および第116期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、

１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

第117期第２四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　なお、精金事業において、７月１日より事業拡大の一環としてダイヤモンドを中心に取り扱う宝飾部門を新設し、事

業部の名称を貴金属精製のイメージの強い精金事業部から、貴金属・宝飾を取り扱う幅広いイメージのある貴金属事

業部に名称変更しております。

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 128  

　（注）従業員数は就業人員数であります。

(2）提出会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 86  

　（注）従業員数は就業人員数であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

貴金属事業（千円） 5,306,563

合計（千円） 5,306,563

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．不動産事業、機械事業は生産活動がないので記載しておりません。

(2）受注状況

　該当事項はありません。

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

貴金属事業（千円） 7,434,962

不動産事業（千円） 4,797,171

機械事業（千円） 477,970

合計（千円） 12,710,104

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．当第２四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

は次のとおりであります。

相手先

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

金額（千円） 割合（％）

住友商事株式会社 4,773,400 37.6

田中貴金属工業株式会社 2,152,415 16.9

住商マテリアル株式会社 1,456,011 11.5

双日株式会社 1,275,010 10.0

３．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

（1）業績の状況　
　当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発した金融市場の混乱、原

油価格や原材料価格の高騰から、景気後退への懸念が一段と強まりました。

　このような経済状況のもとで、当社グループは、貴金属市況において金、銀、プラチナ等の貴金属価格は高値安定基調

で推移していたものの、８月以降は米国に端を発した金融不安、為替の急激な変動等により、貴金属価格は下落基調が

強まるなか、生産効率の高い最新の金精製回収設備により収益の向上に努めて参りました。不動産市況においても、建

築基準法厳格化の影響は薄れつつあるものの、世界的な金融市場の混乱に加え、原油価格、原材料価格の高騰から、先

行きに不透明感が強まるなか、収益基盤の確立に注力して参りました。

　この結果、当社グループの当第２四半期連結会計期間の業績につきましては、売上高12,710,104千円、営業利益は
2,398,960千円の利益、経常利益は2,384,178千円の利益、四半期純利益は2,278,810千円の利益となりました。
　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

①貴金属事業

　貴金属事業におきましては、生産技術の改善効果、適正な在庫維持、安定操業の実現に加え、金地金の販売も好調に推

移したことから、売上高は前年同期実績を大きく上回ったものの、米国や欧州を中心とした金融不安、為替の急激な変

動等により、貴金属価格が下落し、先行きに不透明感が強まりました。

　また、貴金属価格の下落に伴い「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適用によるたな卸資産の評価損等を計上し

たことから営業費用が増加いたしました。

　この結果、売上高は7,434,962千円、営業利益126,718千円の損失となりました。
②不動産事業

　不動産事業におきましては、米国のサブプライムローン問題に端を発した金融市場の混乱、原油価格、原材料価格の

高騰から、不動産市況は急速に悪化したものの、東京都内の物件の販売が寄与したことから、売上高は前年同期実績を

大きく上回りました。

　この結果、売上高は4,797,171千円、営業利益2,860,941千円の利益となりました。
③機械事業

　機械事業におきましては、世界的な景気減速の影響により、堅調だった北米、欧州、アジア向けの輸出需要の減少に加

え、国内需要においても自動車業界をはじめとする設備投資等の減少により、先行きに不透明感が強まりました。

　この結果、売上高は477,970千円、営業利益238,582千円の損失となりました。

（2）キャッシュ・フローの状況
　当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、第１四半期連結会計期

間末より4,561,289千円増加し、5,643,954千円となりました。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は4,658,971千円となりました。これは主に税金等調整前四半期純利益が2,283,319千円
の利益、たな卸資産の減少額2,344,929千円等の資金の増加があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は30,390千円となりました。長期未収入金の増加による支出20,381千円等による資金の
減少があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は67,291千円となりました。これは主に長期借入金の返済による支出66,623千円等の資
金の減少があったことによるものであります。

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題　
　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　なお、事業拡大の一環として、精金事業において、平成20年７月１日よりダイヤモンドを中心に取り扱う宝飾部門を
新設し営業を開始しております。事業部の名称もこれを契機として、第１　企業の概況　２　事業の内容　に記載のとお

り名称変更しております。

（4）研究開発活動
　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 527,000,000

計 527,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成20年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年11月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 289,747,982 289,747,982
東京証券取引所市場第二部

大阪証券取引所市場第二部
－

計 289,747,982 289,747,982 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年８月１日 － 289,747,982 △28,377,200 12,782,064 △5,332,247 －

（注）１．会社法第448条第１項の規定に基づき、平成20年８月１日を効力発生日とする欠損のてん補を目的とした資本

金の減資により、資本金が28,377,200千円減少しております。

２．会社法第447条第１項の規定に基づき、平成20年８月１日を効力発生日とする欠損のてん補を目的とした資本

準備金の取崩しにより、資本準備金が5,332,247千円全額が減少しております。
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（５）【大株主の状況】

　 平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（百株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

 ＢＯＯＣＳダイエット株式会社  東京都新宿区住吉町８－22 108,744 3.75

 株式会社ムーンズティア　  東京都港区元麻布３丁目１番35号　 107,437 3.70

 有限会社マイネン  東京都大田区池上６丁目38番２号　 104,016 3.58

 有限会社フォト・エー　  東京都中央区銀座１丁目15番７号 96,635 3.33

 株式会社エクセレントグリーン　  東京都豊島区東池袋２－63－１　 85,176 2.93

 株式会社ザウバー　  東京都品川区荏原２丁目２－９－701　 82,531 2.84

 株式会社京葉紙材　  東京都品川区西五反田２丁目６番３号　 54,322 1.87

 株式会社Ｃｏｌｌｃｏ　  東京都渋谷区神山町41番７号　 42,446 1.46

 株式会社ヘルス　  東京都府中市若松町１－10－３　 41,289 1.42

 有限会社プラフィット　  東京都江戸川区西葛西２丁目18番１－303号　 40,074 1.38

計 － 762,671 26.32
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　　　　80,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　289,190,300 2,891,903 －

単元未満株式 普通株式　　　  477,382 － －

発行済株式総数 289,747,982 － －

総株主の議決権 － 2,891,903 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が81,400株（議決権の数814個）含まれて

おります。

②【自己株式等】

　 平成20年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

中外鉱業株式会社
東京都千代田区丸の

内二丁目４番１号
80,300 － 80,300 0.03

計 － 80,300 － 80,300 0.03

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 43 39 36 34 25 43

最低（円） 35 35 32 23 15 18

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部の市場価格であります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、フロンティア監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,643,954 1,191,370

受取手形及び売掛金 148,292 44,596

有価証券 ※1
 14,000

※1
 28,893

商品 607,672 968,855

製品 146,412 334,887

半製品 378,624 346,112

原材料 59,008 86,292

仕掛不動産 2,626,319 8,614,417

その他 147,070 276,970

貸倒引当金 △2,701 △2,661

流動資産合計 9,768,653 11,889,734

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 ※2
 852,782 319,892

減価償却累計額 △133,281 △116,783

建物及び構築物（純額） 719,500 203,109

機械装置及び運搬具 383,802 327,921

減価償却累計額 △186,464 △164,304

機械装置及び運搬具（純額） 197,337 163,617

土地 ※1, ※2
 1,148,711

※1
 547,511

その他 69,825 68,992

減価償却累計額 △48,427 △45,692

その他（純額） 21,398 23,299

有形固定資産合計 2,086,948 937,537

無形固定資産

地上権 ※2
 461,057 －

その他 8,184 4,235

無形固定資産合計 469,242 4,235

投資その他の資産

投資有価証券 100,075 100,071

長期未収入金 381,953 361,539

出資金 11,205 12,150

その他 458,754 453,467

貸倒引当金 △381,953 △361,539

投資その他の資産合計 570,035 565,689

固定資産合計 3,126,226 1,507,461

資産合計 12,894,880 13,397,196

EDINET提出書類

中外鉱業株式会社(E00027)

四半期報告書

11/23



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 30,939 39,206

短期借入金 － ※1
 113,322

1年内返済予定の長期借入金 ※1
 52,372 －

未払金 98,564 77,561

未払法人税等 25,742 71,071

債務保証損失引当金 109,270 40,354

その他 58,720 51,830

流動負債合計 375,609 393,347

固定負債

長期借入金 ※1
 14,528

※1
 40,201

長期未払金 85,774 101,046

預り敷金保証金 6,233 13,333

金属鉱業等鉱害防止引当金 7,033 7,033

債務保証損失引当金 － 89,264

固定負債合計 113,569 250,878

負債合計 489,178 644,225

純資産の部

株主資本

資本金 12,782,064 41,159,265

資本剰余金 － 6,826,247

利益剰余金 △346,653 △35,203,902

自己株式 △30,660 △30,613

株主資本合計 12,404,750 12,750,997

少数株主持分 950 1,973

純資産合計 12,405,701 12,752,970

負債純資産合計 12,894,880 13,397,196
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（２）【四半期連結損益計算書】
　【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 22,040,843

売上原価 18,868,785

売上総利益 3,172,058

販売費及び一般管理費 ※1
 882,015

営業利益 2,290,042

営業外収益

受取利息 735

国庫補助金収入 9,618

その他 10,665

営業外収益合計 21,019

営業外費用

支払利息 1,102

休山管理費 39,905

その他 3,434

営業外費用合計 44,443

経常利益 2,266,618

特別利益

債務保証損失引当金戻入額 20,348

その他 6

特別利益合計 20,354

特別損失

貸倒引当金繰入額 20,414

仕掛不動産評価損 1,804,083

たな卸資産評価損 97,139

減損損失 698,429

その他 3,692

特別損失合計 2,623,760

税金等調整前四半期純損失（△） △336,786

法人税、住民税及び事業税 10,888

法人税等合計 10,888

少数株主損失（△） △1,021

四半期純損失（△） △346,653
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 12,710,104

売上原価 9,885,488

売上総利益 2,824,616

販売費及び一般管理費 ※1
 425,655

営業利益 2,398,960

営業外収益

受取利息 733

その他 3,792

営業外収益合計 4,526

営業外費用

支払利息 531

休山管理費 16,936

その他 1,840

営業外費用合計 19,308

経常利益 2,384,178

特別利益

債務保証損失引当金戻入額 20,348

その他 6

特別利益合計 20,354

特別損失

貸倒引当金繰入額 20,381

たな卸資産評価損 97,139

その他 3,692

特別損失合計 121,214

税金等調整前四半期純利益 2,283,319

法人税、住民税及び事業税 5,444

法人税等合計 5,444

少数株主損失（△） △935

四半期純利益 2,278,810
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △336,786

減価償却費 41,383

減損損失 698,429

貸倒引当金の増減額（△は減少） 20,454

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） △20,348

受取利息及び受取配当金 △872

支払利息 1,102

有価証券売却損益（△は益） △1,645

仕掛不動産評価損 1,804,083

たな卸資産評価損 97,139

売上債権の増減額（△は増加） △103,695

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,346,500

仮払金の増減額（△は増加） 100,129

仕入債務の増減額（△は減少） △8,266

その他 1,905

小計 4,639,513

利息及び配当金の受取額 844

利息の支払額 △1,102

法人税等の支払額 △21,076

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,618,178

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △450

有価証券の売却による収入 16,988

有形固定資産の取得による支出 △62,728

無形固定資産の取得による支出 △4,455

長期未収入金の増加による支出 △20,414

敷金及び保証金の差入による支出 △7,336

その他 679

投資活動によるキャッシュ・フロー △77,718

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △86,623

配当金の支払額 △1,205

その他 △47

財務活動によるキャッシュ・フロー △87,876

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,452,584

現金及び現金同等物の期首残高 1,191,370

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 5,643,954
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

会計処理基準に関する事項の

変更

重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

（1）販売用不動産及び仕掛不動産

　個別法による原価法を採用しておりまし

たが、第１四半期連結会計期間より「棚卸

資産の評価に関する会計基準」（企業会

計基準第９号　平成18年７月５日）が適用

されたことに伴い、主として個別法による

原価法（貸借対照表価額については収益

性の低下に基づく簿価切下げの方法）に

より算定しております。

　この変更により、当第２四半期連結累計

期間の税金等調整前四半期純損失は、

1,804,083千円増加しておりますが、セグメ

ント情報に与える影響はありません。

（2）販売用不動産及び仕掛不動産以外の

たな卸資産

　総平均法による原価法を採用しておりま

したが、第１四半期連結会計期間より「棚

卸資産の評価に関する会計基準」（企業

会計基準第９号　平成18年７月５日）が適

用されたことに伴い、主として総平均法に

よる原価法（貸借対照表価額については

収益性の低下に基づく簿価切下げの方

法）により算定しております。

　この変更により、当第２四半期連結累計

期間の営業利益および経常利益はそれぞ

れ32,366千円減少し、税金等調整前四半期

純損失は129,505千円増加しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は当

該箇所に記載しております。

【簡便な会計処理】

　当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　　該当事項はありません。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１．担保に供している資産並びに担保付債務は次のと

おりであります。

担保資産 （千円） （千円）

有価証券 14,000 （－）

土地 27,388 (27,388)

合計 41,388 (27,388)

担保付債務   

１年内返済予定の

長期借入金
2,372 (2,372)

長期借入金 2,978 (2,978)

物上保証 105,600 (105,600)

合計 110,950 (110,950)

　上記のうち（　）は内書きで鉱業・工場財団抵当並

びに当該債務を示しております。

物上保証内訳

下記の会社の金融機関等の借入金について、物上保証

を行っております。

 　（千円）

中外化学株式会社 105,600

物上保証に供している資産

土地 0 (0)

　上記のうち（　）は内書きで工場財団抵当並びに当

該債務を示しております。

※２．たな卸資産の保有目的の変更

　　　従来仕掛不動産として保有していた下記の資産を保有

目的の変更により、固定資産に振替えております。

　 　（千円）

建物 532,076

土地 601,200

地上権 461,057

計 1,594,334

※１．担保に供している資産並びに担保付債務は次のと

おりであります。

担保資産 （千円） （千円）

有価証券 14,000 （－）

土地 27,388 (27,388)

合計 41,388 (27,388)

担保付債務   

短期借入金 3,401 (3,401)

長期借入金 3,651 (3,651)

物上保証 123,600 (123,600)

合計 130,652 (130,652)

　上記のうち（　）は内書きで鉱業・工場財団抵当並

びに当該債務を示しております。

物上保証内訳

下記の会社の金融機関等の借入金について、物上保証

を行っております。

 　（千円）

中外化学株式会社 123,600

物上保証に供している資産

土地 0 (0)

　上記のうち（　）は内書きで工場財団抵当並びに当

該債務を示しております。

―――――――
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（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

 （千円）　

給料 259,275

地代家賃 198,019

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

 （千円）　

給料 124,951

地代家賃 101,972

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在）

　 （千円）

現金及び預金勘定 5,643,954

現金及び現金同等物 5,643,954

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　　　　　　289,747,982株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　　　　　　 　　80,388株

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４．配当に関する事項

該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）

 
貴金属事業
（千円）

不動産事業
（千円）

機械事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売

上高
7,434,962 4,797,171 477,970 12,710,104 － 12,710,104

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 7,200 － 7,200 (7,200) －

計 7,434,962 4,804,371 477,970 12,717,304 (7,200) 12,710,104

営業利益（△は損失） △126,718 2,860,941 △238,582 2,495,640 (96,679) 2,398,960

当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

 
貴金属事業
（千円）

不動産事業
（千円）

機械事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売

上高
16,272,996 4,824,438 943,409 22,040,843 － 22,040,843

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 14,400 － 14,400 (14,400) －

計 16,272,996 4,838,838 943,409 22,055,243 (14,400) 22,040,843

営業利益（△は損失） △53,002 2,852,728 △268,611 2,531,114 (241,071) 2,290,042

　（注）１．事業区分は、事業の性質及び業種別に区分しております。

２．各区分に属する主要な製品及び事業内容

事業区分 主要製品及び事業内容

貴金属事業
金地金、銀地金、白金地金、パラジウム地金等の生産販売

含金銀非鉄金属の仕入販売

不動産事業 不動産の売買、分譲・賃貸マンションの販売、賃貸、仲介、保守管理

機械事業 各種中古工作機械、鈑金機械等の売買

３．会計処理の方法の変更

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会

計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適用してお

ります。なお、この変更により当第２四半期連結累計期間の営業損失は、貴金属事業で32,366千円増加してお

ります。

４．投資事業の廃止にともない、第１四半期連結会計期間よりセグメントの区分を変更しております。

なお、投資事業の廃止にともなうセグメントの区分変更による、投資事業以外のセグメントに対する影響は

ありません。

５．精金事業は、平成20年７月１日付で事業拡大の一環として宝飾部門を新設したことに伴い、当第２四半期連

結会計期間より名称を貴金属事業に変更いたしました。
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【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。
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（有価証券関係）

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありませ

ん。

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）

　該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

　該当事項はありません。

（企業結合等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

　該当事項はありません。

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額   42円82銭　 １株当たり純資産額 44円01銭　

２．１株当たり四半期純損失金額

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額  1円20銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額  7円87銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額又は１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

四半期純損失（△）又は四半期純利益（千円） △346,653 2,278,810

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（△）又は普通株式

に係る四半期純利益（千円）
△346,653 2,278,810

期中平均株式数（千株） 289,668 289,667

（重要な後発事象）

　　該当事項はありません。

（リース取引関係）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月11日

中外鉱業株式会社

取締役会　御中

フロンティア監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 藤井　幸雄　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 遠田　晴夫　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中外鉱業株式会社の

平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、中外鉱業株式会社及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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